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青空と緑と産業のまち昭和町

心、 つキラキ
みんなの図書館

町立図書館オープン/
しゃれ

噴水のあるきれいな庭園に固まれた、モダンでお酒落な町の図書館ガア月22

目、オープンしましだ。

待望の図書館の開館とあってこの巴は、チビツ子からお年寄りぎで約600

人が来館。「ビデオやマンガもあるよJr庭園も素敵だね」となかなかの評判。

さっそく、読書をしだり、ビデオを観疋りして思い思いにときを過ごしていま

しだ。

註もが気軽に利用できる、ゆとりとくつろぎの空間をもつだ新しい図書館に

みなさんもぜひおいでください。 ホントの出会いガ、待ってます.1 (関連記事
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、

仰
の
う
る
お
い

み
ん
な
の
図
書
館

オ
ー
フ
ン
f

踊勘h 二f

み
ん
な
が
待
ち
に
待
っ
て
い
た
昭
和

町
立
図
書
館
が
七
月
二
十
二
日
、
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

町
総
合
会
館
南
側
に
昨
年
の
九
月
か

ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
町
立
図
書

館
は
、
今
ま
で
の
図
書
館
の
イ
メ
!
ジ

を
脱
皮
し
て
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
新
し
い
図
書
館
と
し
て
建
設
さ
れ

宇
品
1
レ
h
~
。

こ
の
図
書
館
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー

ト
平
屋
建
て
で
、
床
面
積
約
八
百
七
十

八
平
方
メ
ー
ト
ル
。
建
築
費
約
二
億

一

千
四
百
万
円
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
蔵

書
数
は
、
現
在
、
約
二
万
冊
で
す
が
、

将
来
の
人
口
増
加
な
ど
を
考
え
、
開
架

三
万
冊
、
収
納
四
万
冊
の
計
七
万
冊
を

蔵
書
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

館
内
に
は
、
親
子
が
寝
転
ん
で
読
書

が
で
き
る
幼
児

コ
ー
ナ
ー
、
約
二
百
本

の
ビ
デ
オ
や

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク

(
C
D
)
・
レ

ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク

(
L
D
)

が
気
軽
に
観
た
り
聴
い
た
り
で
き
る
オ

ー
デ
ィ
オ
ビ
ジ
ュ
ア
ル

(
A
V
)
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
設
置
さ
れ
、
本
以
外
に
も

ビ
デ
オ
や

C
D
も
借
り
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
の
周
囲
に
は
、

流
水
の
あ
る
庭
園
が
造
ら
れ
、
子
ど
も

達
が
水
辺
で
遊
べ
る
噴
水
や
芝
生
の
上

で
読
書
が
で
き
る
芝
生
広
場
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
神
事
や
関
係
者
約
百
七
十

人
を
集
め
て
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

泉
町
長
、
小
宮
山
議
長
ら
六
人
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、

一
般
貸
出
し
が
始
め
ら
れ
、
オ

ー
プ
ン
を
待
ち
わ
び
た
小
・
中
学
生
や

親
子
連
れ
な
ど
が
開
館
と
同
時
に
詰
め

掛
け
、
思
い
思
い
に
本
や
ビ
デ
オ
を
子

に
し
て
い
ま
し
た。

な
お
、
図
書
館
の
利
用
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
広
報
七
月
号
を
ご
覧
に
な
る

か
、
町
立
図
書
館
(
冨
万
|
7
8
6
0
)

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
こ
の
図
書
館
は
、
工
業
団
地
従
業
一

一
員
と
地
域
住
民
と
の
融
和
や
親
睦
を
一

一
図
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、
通
商
産
一

一
業
省
所
管
、
工
業
再
配
置
促
進
費
補
一

一
助
金
を
い
た
だ
き
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
一

-水・木 ・土 ・日曜日

午前10時~午後5時
・火・ 金曜日

午前何時~午後7時
毎週月曜日・祝日

毎月末日 ・年末年始

特別整理日

中巨摩郡昭和町押越575
昭和田立図書館

TEl 75-7860 
開 75-7870

② 平成2.q. I 

{利用案内}

広報しようわ
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合村強くん
(押原中 3年)

築地新居

本
の
種
類
も
多
く
¥
図
書
館
の
周

囲
に
は
¥
公
園
も
あ
り
芝
い
へ
ん

親
し
み
が
も
て
ま
し
だ
。
こ
れ
か

ら
こ
の
図
書
館
が
き
っ
と
多
く
の

人
々
の
憩
い
の
場
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

』

F

関
係
者
約
百
七
十
人
在
集
め
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
。

小林さおりさん
(押原中 3年)

上河東二区

開
館
二
日
目
か
ら
利
用
し
て
い
ま

す
が
、
写
真
集
や
マ
ン
ガ
本
、
か
あ

る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
勉
強
す

る
場
所
な
ど
も
あ
っ
て
快
適
で
と

っ
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す。

親
子
が
寝
転
ん
で
読
書
が
で
き
る
幼
児
コ
ー
ナ
ー

を
利
用
し
て
、
さ
っ
そ
く
本
の
読
み
聞
か
せ
が
行

‘
わ
れ
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
や
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク

(
C
D
)
な
ど

が
、
自
由
に
観
た
り
聴
い
た
り
で
き
る
オ
ー
デ

ィ
オ
ビ
ジ
ュ
ア
ル

(
A
V
)
コ
ー
ナ

。
子
ど
も

‘

達
に
も
大
人
気
。

利根勇基くん
(押原小5年)

河西

町
に
図
書
館
が
で
き
て
か
ら
¥
本

、
か
好
き
に
な
り
ま
し
だ
。
今
ま
で

は
¥
あ
ま
り
本
を
読
ま
な
か
つ
だ

け
ど
¥
友
達
、
が
こ
の
図
書
館
に
さ

そ
っ
て
く
れ
て
か
ら
、
た
く
さ
ん

本
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
だ
。

h
F

図
書
館
の
回
り
に
は
、
噴
水
や
流
水
の
あ
る

庭
園
も
造
ら
れ
、
水
辺
で
遊
ん
だ
り
、
芝
生

の
上
で
は
読
書
だ
っ
て
楽
し
め
ま
す
。歳

歳
ん
ん
区

さ

や

二

子
ぢ
東

美
梓
河

登

上

森

昭
和
町
に
来
て
六
年
、
こ
の
町
に

も
図
書
館
、
が
あ
つ
だ
ら
な
と
い
う

念
願
が
や
っ
と
か
な
い
ま
し
だ
。

ビ
デ
オ
や

C
Dま
で
借
り
ら
れ
る

な
ん
て
嬉
し
い
で
す
ね
。
十
分
、

利
用
さ
せ
て
い
芝
、
だ
き
ま
す
。

V
児
童
図
書

o
は
ひ
き
の
せ
ん
た
く

い
わ
む
ら
か
ず
お
著
童
心
社

。
お
と
う
さ
ん
と
あ
い
う
え
お

ひ
が
し
く
ん
ぺ
い
著
童
心
社

。
ち
び
ね
こ
チ
ヨ
ビ

角
野
栄
子
著
あ
か
ね
書
房

o
コ
イ
の
子
の
旅

末
広
恭
雄
著

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

・
マ
ガ
ジ
ン
社

。
ブ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ー

ス
コ
ッ
ト
著
あ
か
ね
書
房

V

一
般
図
書

O

八
l
ブ
歳
時
記

北
野
佐
久
子
著
東
京
堂
出
版

。
落
語
的
学
問
の
す
す
め

桂
文
珍
著
潮
出
版
社

。
素
敵
な
ヤ
ツ
な
の
に

落
合
恵
子
著
講
談
社

。
中
島
み
ゆ
き
観
測
日
記

落
合
真
司
著
青
弓
社

o
O
N戸」

リ
チ
ヤ
ー
ド
著

T
B
Sブ
リ
タ
二
力

町
立
図
書
館
か
ら

舎
月
の

お
す
す
め

作
昂

-重量盛温盛i!IIi量堕謹謡副圏直.
平成2.q. I 広報しようわ③ 



保
坂
弥
収
入
役
が
七
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
後
任
に
長
田

善
貞
氏
(
五
十
二
歳
・
清
水
新
居
)
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

収
入
役

長
田
善
貞

残
暑
厳
し
き
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
は
益
々
ご
健
勝
で
お
過
し
の
こ
と
と

拝
察
し
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
こ
の
た
び
議
会
の
ご

同
意
を
い
た
だ
い
た
中
で
、
昭
和
町
収

入
役
に
選
任
さ
れ
八
月
一
日
よ
り
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
と
同
時
に

そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て

お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
、
若
輩
の
私
で

は
あ
り
ま
す
が
、
三
十
三
年
余
の
役
場

職
員
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら

新
た
な
る
決
意
と
情
熱
を
も
っ
て
、
豊

か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
町
づ
く

り
の
た
め
に
、
誠
心
誠
意
町
長
を
補
佐

し
、
専
心
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
本
町
の
財
政
事
情

は
、
こ
こ
数
年
極
め
て
良
好
に
推
移
し

て
お
り
、
特
に
近
年
は
町
民
の
福
祉
の

増
進
向
上
や
身
近
な
環
境
の
積
極
的
な

整
備
な
ど
を
中
心
に
、

町
の
財
政
規
模

も
拡
大
し
つ
つ
あ
る
状
況
の
中
で
、
出

納
事
務
の
取
扱
い
件
数
、
金
額
等
非
常

に
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
財
産
の
運
用
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
日
本
の
経
済
は
も
と
よ

り
国
際
経
済
の
動
向
な
ど
を
的
確
に
見

極
め
な
が
ら
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀

に
向
っ
て
幸
福
で
住
み
よ
い
福
祉
の
町

昭
和
町
を
築
く
た
め
、
よ
り
効
率
的
な

資
金
運
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
私

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
も
あ
る
と
強
く

認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

県
下
で
も
羨
望
の
的
で
あ
り
、
誇
り

得
る
昭
和
町
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め

に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
精

一
杯
努
力

を
傾
注
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

何
卒
町
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り

一
層
の

ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

教育委員に

山口善一氏が

再 任

砂住所

河東中島2085

惨生年月日

昭和 2年 7月20日

砂任期

平成 2年 8月 1日

平成 6年 7月31日

平
成

2
年

m月
1
日
現
在

教育委員に

野沢文踊氏が

任 A 
ap 

山口善一氏

惨住所

西条4176

砂生年月日

昭和 4年11月 2日

砂任期

平成 2年 8月 1日

平成 6年 7月31日

山
雪量

〈 県

富?
翌口
裏{建
又叩
ロ ノ¥
当で
て I~ 
q;k 
・-. ・圃圃.

さ忍
9 

県
で
は
、
平
成
二
年
十
月
一
日
現

在
の
第
十
五
回
国
勢
調
査
に
よ
る
山

梨
県
の
人
口
の
予
想
を
募
集
し
て
い

ま
す。

V
応
募
資
格

県
内
居
住
者
(
小
学

生
以
上
)
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

V
応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
予
想

人
口
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢

・
性

別
・
職
業
ま
た
は
学
年

・
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、

応
募
は
一
人

一
枚

一
解
答
に
限
り
ま
す
。

V
締
切
臼

十
月
一
日
間

(
当
日
消

印
有
効
)

V
賞
金

一
等

五
万
円

名

監査委員に

中所茂夫氏が

再 任

野沢文禰氏

砂住所

西条4126

惨生年月日

昭和 2年 1月19日

砂任期

平成 2年 8月 1日

二

等

三

万

円

一
名

三
等

一

万

円

三
名

V
入
選
順
位

十

一
月
に
県
が
公
表

す
る
、
国
勢
調
査
集
計
結
果
の
県

人
口
総
数
に
最
も
近
い
も
の
か
ら

順
位
を
決
定
し
ま
す
。

V
入
選
発
表

十
一
月
上
旬
に
入
選

者
に
通
知
し
ま
す
。

V
応
募
先

山
梨
県
企
間
管
理
局
統

計
調
査
課
人
口
教
育
統
計
担
当

(=lm
甲
府
市
丸
の
内
1
1
6
1
1

箇
幻

l
1
1
1
1

内
線

3
9
5

7
)
ま
で
。

④ 平成2.9.I 

中所茂夫氏

広報しようわ

平成 6年 7月31日

竃孟謹盛温-圃量i畠塁塁謡画面E・



下

り

着
々
と
進
む
下
水
道
事
業
j

9
月
旬
日
は

「
全
国
下
水
道
促
進
デ
l
」

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
快
適
に
す
る

下
水
道
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
と
忠
わ

れ
て
い
る
下
水
道
で
す
が
、
案
外
正
し

く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

下
水
道
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
下

に
埋
め
ら
れ
て
い
る
施
設
で
あ
る
た

め
、
私
た
ち
人
間
の
血
管
と
同
じ
よ
う

に

グあ
る
。
と
い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

意
識
さ
れ
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ

と
に
、
起
因
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

、っ
か
。

下
水
道
の
役
割
は
、

重
要
で
あ
る
も

の
の
、
そ
の
性
格
は
地
味
で
あ
ま
り
人

目
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
い
て
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い
所
で
、

下
水
道
は
都
市
活
動
や
個
人
の
生
活
環

境
や
財
産
を
守
る
機
能
を
十
分
に
発
揮

し
て
く
れ
ま
す
。

九
月
十
日
は
、

「全
国
下
水
道
促
進
デ

i
」
。
こ
の
機
会
に
下
水
道
の
果
た
す
役

割
や
重
要
性
を
考
え
直
し
て
み
た
い
も

の
で
す
。

町
公
共
下
水
道
事
業

平
成
四
年
度
に
は
、

一
部
供
用
開
始

平成 2年度

町公共下水道事業工事予定及び完成箇所

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
て
い

ま
す
。こ

の
工
事
で
は
、
上
河
東
・
上
河
東

二
区
・
河
西
・
西
条
二
区
の
各

一
部
地

区
九
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
建
設
事
業
費

二
十
億
円
を
か
け
、
下
水
道
管
を
布
設

す
る
計
画
で
す
。
そ
し
て
、
平
成
四
年

度
末
に
は
、
県
の
流
域
下
水
道
事
業
に

合
わ
せ
て
完
成
箇
所
か
ら

一
部
供
用
開

始
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
上
河
東
地
区
を
中
心
に
工
事

は
進
め
ら
れ
、
常
永
団
地
周
辺
約
三
加

が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら

は
、
河
東
汚
水
幹
線
に
も
着
工
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
上
河
東
・
河
西
大
林

地
区
約
二
回
を
施
工
す
る
計
画
で
す
。

工
事
期
間
中
は
、
地
元
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
町
の

す
み
ず
み
に
ま
で
下
水
道
が
整
備
さ
れ

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

~lぐっわ万~~極通2・
く二二二〉

組四
下水道空似/

く二二二〉

み
な
さ
ん
は
、
釜
無
川
流
域
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
ど
の
く
ら
い
ご
存
知
で

す
か
?
こ
の
事
業
は
、
県
と
関
連
十
六

市
町
村
、か
協
力
し
あ
い
行
わ
れ
て
い
る

事
業
で
す
。
全
国
の
下
水
道
普
及
率
に

比
べ
て
、
山
梨
県
の
普
及
率
は
ま
だ
ま

だ
低
い
率
で
す
が
、

平
成
十
七
年
度
完

成
を
目
指
し
て
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す。そ

こ
で
、

み
な
さ
ん
に
問
題
で
す。

下
記
の

1
1
5の
下
水
道
ク
イ
ズ
に
答

え
て
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
難
し
い
で

す
が
、
全
問
正
解
者
に
は
賞
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

V
応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、

1
1
5ま
で
の
答

え
を
明
記
し
、
昭
和
町
役
場
都
市
計
画

課
(
干
側

lm
昭
和
町
押
越

5
4
2
の

2

冨
万
1
2
1
1
1
)
ま
で
送
っ

て

く
だ
さ
い
。

V
締
切
り
日

九
月
二
十
九
日
出
ま
で

な
お
、
正
解
者
は
、
広
報
十
一
月
号

に
掲
載
し
ま
す。

下
水
道
」

「
ク
イ
ズ

ー
あ
な
た
の
家
の
台
所
や
風
呂
で
使

っ
た
汚
れ
た
水
は
、
ど
こ
に
流
れ
る

で
し
ょ
う
か
?

①
山
林

②
河
川

③
田
畑

2

川
を
汚
し
て
い
る
一
番
の
原
因
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
?

①
ト
イ
レ
の
汚
水

③
台
所

・
風
百
の
排
水

③
工
場
排
水

3

全
国
の
下
水
道
普
及
率
は
佑
%
で

す
か
、
山
梨
県
の
普
及
率
は
何
%
で

し
ょ
う
か
?

①
旧

%

②
犯

%

③
凶

%

4

釜
無
川
流
域
下
水
道
は
、
全
部
で

何
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
?

①

5
市
町
村

②
日
市
町
村

③
例
市
町
村

5

下
水
道
が
つ
く
ら
れ
る
と
、
汚
れ

た
水
を
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
き
れ
い
な

水
に
し
ま
す
が
、
こ
の
浄
化
セ
ン
タ

ー
は
、
何
町
に
で
き
る
で
し
ょ
う
か
?

(
ヒ
ン
ト
明
治
九
年
に
建
て
ら
れ

た
西
洋
館
を
活
用
し
た
民
俗
資
料
館

が
あ
る
町
)

①
鰍
沢
町

③
市
川
大
門
町

③
増
穂
町

E韮重盛温盟畠圃量i誼i!I監謹盈藍極i睡E・平成2.9.1広報しようわ⑤ 



第41回

5種目に優勝し、

総合第5位入賞/

第
四
十
一
回
中
巨
摩
郡
体
育
祭
り

(
中
巨
摩
郡
町
村
体
育
協
会
連
絡
協
議

会
主
催
)
が
七
月
八
日
、
玉
穂
町
を
主

会
場
に
二
十
一
会
場
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、

二
百
七
十

一
人
が
二

十
八
種
目
の
競
技
に
エ
ン
ト
リ
ー
。
こ

の
う
ち
、
野
球
・
銃
剣
道
・
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
男
子
・
テ

ニ
ス
男
子

・
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
が
見
事
に
優
勝
す
る
な
ど
総

合
で
も
第
五
位
に
入
賞
し
健
闘
し
ま
し

た
。総

合
優
勝
は
竜
王
町
、
準
優
勝
櫛
形

町
、
第
三
位
敷
島
町
の
成
績
で
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
の
席
上
、
長
年
の
社

会
体
育
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
西
条
二
区
の
井
口
健
氏
が
中

巨
摩
郡
体
育
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
品
1レ
h
~
。

大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

親子でご参加ください

O 親子 体操教室 O

ゲームや遊びを取り入れだ体操を通して、親子でい

い汗を流してみませんか。

砂対象 3歳前後の鈎児と保護者

砂定員 30名〈先着順〉

砂日時 10月2¥5¥位、旬、 19¥23日の火・金曜日

午前10時から12時まで

砂場所総合会館軽運動室

惨申込み期間 9月17日~25日まで

砂持ち物 運動靴、運動着、タオル、

ビーチボール¥なわとび

砂参加料無料

砂お申込み、お問合せ

町教育委員会(冨75-3737)まで

健康づくりに

シエイフヲップ教室開催

h
F

郡
体
育
功
労
者
表
彰
を
受
け
た

井
口
健
氏
。
(
西
条
二
区
)

V
優
勝
種
目

o
野
球

o
銃
剣
道

O

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
男
子

O
テ
ニ
ス

男
子

O
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

V
準
優
勝
種
目

o
弓
道
男
子

O

ク

レ
l
射
撃

0
ゴ
ル
フ

O

テ
ニ
ス

女
子

V
第
三
位
種
目

子

O 
ノ¥

レ

ボ

ノレ
女

工戸口ピックスに加えシ工イフ。ボクシングを取り入

れ¥ますますシェイフ。アップの効果抜群/

砂対象一般成人男女

i惨定員 40名(先着順〉

砂日時午後8時から9時半まで

・工戸口ピックス 10月初日 ・11月17日
12月介、 15白

10月26日・ 11月2¥9、22日
12月6日

砂場所総合会館軽運動室

砂申込み期間 9月17日~25日まで

.砂持ち物 運動靴、運動着¥タオル

砂参加料無料

砂お申込み、お問合せ

まで

-シェイプボクシンク、

町教育委員会(冨75-3737)

g
月
四
日
は
『
敬
老
の
日
』

一
一
%
日
j
m
日
ま
、ー

老
人
福
祉
週
間
で
す

…

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。
ま
た
、

こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
「
老
人
福
祉
週

間
」
で
す
。

こ
の
期
間
に
は
、
各
地
区
で
敬
老
会

、
か
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に

尽
く
さ
れ
て
き
た
お
年
寄
り
の
功
を
ね

ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
長
寿
が
お
祝
い
さ

れ
ま
す
。

敬
老
の
日
は
、
決
し
て
一
年
に
一
度

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
老
人
は
社
会
の
先

輩
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
そ
の
尊
敬
に
ふ

さ
わ
し
い
生
活
を
社
会
か
ら
与
え
ら
れ

る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
更

に
高
齢
化
、
か
進
む
中
で
、
老
人
の
こ
れ

ら
の
権
利
を
守
り
、
扶
養
・
保
護
と
い

っ
た
問
題
を
ご
の
機
会
に
見
直
し
、
老

人
福
祉
の
充
実
を
町
民
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。今

年
は
次
の
方
々
が

米
寿
を
迎
え
ま
す

(
敬
称
略
)

野
沢
敬
太
郎

飯
野
ゆ
き
の

名

執

宇

平

加

藤

は

る

杉

浦

四

郎

宮
崎
カ
ネ
ノ

清

水

義

勝

押西清西西
M 条水条 M 条
'新 新 二 一

越田居区区

⑥ 平成2.q. I 

飯紙 河押
漉 H 東
阿 H 中

喰原 島越

広報しようわ

小伊志丸浅
沢藤村山川

春秀幸英き
子戴江雄ん

置蓮重盛温UPAI:畠i!!E盈墨星組歯車.

副
会
で
い
ヲ
缶
詰
」

一

ふ
れ
あ
い
や
ま
な
し

一

一

こ
と
ぶ
き
祭
り

一

一
第
四
回
目
を
迎
え
る
「
ふ
れ
あ
一

一
い
や
ま
な
し
こ
と
ぶ
き
祭
り
」
、
ガ
一

…
今
年
も
九
月
九
日
間
午
前
九
時
か
圃

一
ら
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開
催
さ
一

一

れ

ま

す

。

一

一
こ
の
お
祭
り
は
、
替
の
遊
び
・
縁
一

一
臼
・
野
外
ゲ
l
ム
'
レ
ー
ス
カ
l
展

一

一
示
な
ど
の
各
種
コ
ー
ナ
ー
が
-
設
け

一

一
ら
れ
て
い
る
」
二
世
代
ふ
れ
あ
い
一

一
広
場
H

を
中
仙
に
ご
家
族
で
楽
し
一

一
ん
で
い
疋
だ
け
る
お
祭
り
で
す
。
一

一

当

B
は
、
こ
の
他

C
も
高
齢
者
一

一
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ふ
る
さ
と
一

一
の
昧
展
・
芸
能
大
会
な
ど
も
催
さ
一

一
れ
ま
す
の
で
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
一

一
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

一

一
V
お
問
合
せ
役
場
健
康
福
祉
課
一

日

守

?

?

?

〉

ま

で

。

し



松本典子

松原ωぷ、えがやって来るノ

ふるさと

ふれあい祭り11Z開催

』
F

松
本
典
子

町
を
あ
げ
て
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
「
ふ

る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
今
年
も
十

月
十
日
、
押
原
中
学
校
校
庭
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

第
一
回
目
の
昨
年
は
、
約
六
千
人
の

人
達
が
つ
め
か
け
歌
や
踊
り
で
に
ぎ
わ

い
、
各
種
コ
ー
ナ
ー
で
は
二
・
三
時
間

で
品
切
れ
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

二
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
子
ど
も

祭
り
を
は
じ
め
、
若
者
に
人
気
の
松
本

典
子
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み

の
松
原
の
ぶ
え
を
迎
え
て
の
歌
謡
シ
ョ

ー
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
そ
し
て
フ
ィ

ナ
ー
レ
の
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
ま
で
趣

向
を
こ
ら
し
た
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
み

な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
が
本
町
の
グ
秋
の
風
物

詩
d

と
し
て
、
ま
た
み
な
さ
ん
の
良
き

思
い
出
と
な
る
よ
う
ご
家
族
、
ご
近
所

味
防
い
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
お
祭
り
の

主
役
は
あ
な
た
で
す
/

な
お
、
詳
し
い
お
祭
り
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
来
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

4
司
松
原
の
ぷ
え

.1' 

全
国
的
に
地
下
水
汚
染
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
六
月
十

一日、

町
内
三
十
六
ヶ
所
を
抽
出
し
水
質
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

検
査
結
果
は
、
大
腸
菌
一
件
、
一
般

細
菌
四
件
、
鉄
分
三
件
、
ト
リ
ク
ロ
ロ

エ
チ
レ
ン
・
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

三
件
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
ト
リ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
有
機
塩
素
系
溶
剤

に
つ
い
て
は
、
西
条
地
区

一
ヶ
所
、
常

永
地
区
二
ヶ
所
で
基
準
値
を
超
え
る
濃

度
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
県

と
対
策
を
協
議
し
、
近
々
、
半
径

一
凶

範
囲
ま
で
を
抽
出
調
査
し
て
汚
染
源
の

究
明
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
飲
用
井
戸

の
あ
る
ご
家
庭
は
、
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

V
飲
用
井
戸
の
安
全
確
認
を

-
色
・
濁
り
・
昧
・
臭
い
な
ど
を
毎

日
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

-
毎
年

一
回
以
上
水
質
検
査
を
し
ま

ー
レ
ト

J

阜、つノ。

-
井
戸
の
周
辺
は
、

に
し
ま
し
ょ
、
7
0

い
つ
も
き
れ
い

用
件
は
正
し
く
あ
わ
て
す
一

砂救急車を呼ぶときの3つのポイント

1救急事故などの発生場所と近くの目標

2どのようなケガか病気か

3ケガ人や病人の現在の容態(簡単に)

-・・・・・圃

九
番

V
異
常
が
み
ら
れ
た
ら

-
甲
府
保
健
所
(
箇
幻
|
1
3
8
1
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
細
菌
に
よ
る
一
般
的
汚
染
は
、
消
毒

に
よ
り
滅
菌
。
色
度
、
濁
度
な
ど
に

よ
る
一
般
的
汚
染
は
、
ろ
過
な
ど
に

よ
り
除
去
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ

エ
チ
レ
ン
、

1
、

1
、
1

|
ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
タ
ン
な
ど
の
化
学
物
質
に
よ

る
汚
染
は
、
五
分
間
煮
沸
し
空
気
中

に
揮
散
さ
せ
除
去
さ
れ
ま
す
。

V
不
安
を
感
じ
た
ら
安
全
な
水
道
水
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

置韮重盛温I!II!圃iIi誼.i!!Ii量盈盟副極E・

ト
リ
ク
口
口
エ
チ
レ
ン

な
ど
の
暫
定
基
準
は
?

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
つ
い
て
は
、

W
H
O

(
世
界
保
健
機
関
)
が

一
九
八
四
年
に

飲
料
水
水
質
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
値
を
設

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
厚
生
省
も

昭
和
五
十
九
年
に
水
道
水
の
暫
定
的
な

基
準
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
基
準
は
、
発
ガ
ン
性
の
疑
い
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
設
定
さ
れ
た
も
の

で
す
が
、
基
準
値
は
生
涯
年
齢
七
十
歳
、

体
重
七
十
同
の
人
が
毎
日
二

t
飲
用
し

た
場
合
、
十
万
人
に
一
人
と
い
う
低
レ

ベ
ル
の
危
険
性
を
一
応
の
管
理
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

1
、

1
、
1

|
ト
リ
ク
ロ
ロ

エ
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
発
ガ
ン
性
の
疑

い
の
あ
る
も
の
は
少
な
く
、
む
し
ろ
臭

い
の
点
で
規
制
さ
れ
た
も
の
で
す
。

平成2.9.1広報しようわ⑦ 



-E歪互E互Eヨ・・
囲碁は「橘中ω楽しみJ
~精神統ーとI~\のふれあい~

囲碁部町文化協会

舎
回
は
、
囲
碁
を
通
し
て
親
睦
と
交

流
を
図
っ
て
い
る
文
化
協
会
囲
碁
部
の

田
中
昌
秀
副
部
長
に
部
の
活
動
の
様
子

を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

昭
和
町
文
化
協
会
の
中
で
歴
史
の
古

い
部
に
属
す
る
の
が
囲
碁
部
で
す
。

多
く
の
先
輩
た
ち
の
努
力
で
発
展
を

続
け
、
現
在
、
中
巨
摩
郡
の
囲
碁
大
会

で
常
に
上
位
入
賞
を
果
た
し
、
昭
和
町

に
囲
碁
部
あ
り
の
名
を
轟
か
し
て
い
ま

g
m圃
す

。
現
在
、
萩
原
孝
部
長
(
五
段
)
を
中

吋
」
逼
心
に
、
月
々
の
定
例
会
、
春
秋
の
町
大

d
j
z
E
園
会
、
年
三
回
の
郡
大
会
、
講
師
を
招
い

、
バ
圃
て
の
学
習
会
な
ど
盛
ん
な
活
動
を
行
っ

〆l
w
・
て
い
ま
す
。

gE
月
例
会
は
毎
月
二
十

七

日

夜

公

42μ
圃
民
館
の
和
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。
常
連

，
例
川
園
が
固
定
し
て
し
ま
っ
た
き
ら
い
が
あ
り

・
島
温
ま
す
が
、
大
勢
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま

『

4
忌
-
す
。
春
と
秋
の
町
の
大
会
は
、
部
員
に

.，J

戸

〆

ひ

の

き

l

，
巳
と
っ
て
日
頃
の
技
を
発
揮
す
る
檎
舞
台

圃
で
す
。
腕
に
覚
え
の
打
ち
手
た
ち
が
ぞ

.
く
ぞ
く
と
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
ト
ロ

フ

企月々の定例会や各種大会への参加など盛んな活動を

行っている。

ィ
l
、
賞
状
、
賞
品
な
ど
も
お
目
当
て

で
皆
真
剣
な
う
ち
に
も
和
気
あ
い
あ
い

の
楽
し
い
雰
囲
気
の
大
会
で
す
。

郡
大
会
は
、
町
村
の
会
場
を
も
ち
回

り
で
、
団
体
戦
、
個
人
戦
に
分
け
て
年

三
回
行
わ
れ
ま
す
が
、
我
が
昭
和
町
は

常
に
上
位
入
賞
で
気
を
吐
い
て
い
ま

す。
ま
た
、
年
二
回
の
学
習
会
も
楽
し
い

催
し
の
一
つ
で
す
。
講
師
に
は
、
県
下

ア
マ
碁
会
の
屈
指
の
打
ち
手
と
し
て
有

名
な
戸
田
英
昭
六
段
を
お
願
い
し
て
お

り
、
大
盤
解
説
や
多
面
打
ち
な
ど
、
や

さ
し
く
丁
寧
な
指
導
で
部
員
か
ら
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
囲
碁
は
昔
か
ら
「
橘
中

の
楽
し
み
」
と
い
い
、
ふ
れ
あ
い
を
深

め
、
ま
た
精
神
統
一
が
は
か
れ
る
奥
の

深
い
芸
の
道
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

囲
碁
に
興
味
の
あ
る
方
、
覚
え
て
み

た
い
人
、
大
歓
迎
で
す
。
教
育
委
員
会

(
箇
万
1
3
7
3
7
)
か
萩
原
部
長
(
富

万
|
2
8
5
8
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

省許ちーっくD料理

バター大さじ 4小麦粉少々

-材料4人分

トマト大 4個なす大 B個 とけるチーズ120g

塩、こしょう少々 パセリのみじん切り少々

-作り方

①なすは 1cm厚さの輪切りにする

②トマトは横2つに切り種をとり、なすより薄い輪切りにして、塩、ごしょう

をする。

③とけるチーズは薄く切っておく。

④なすに小麦粉をまぶし、鍋にバター大さじ 2をとかし、こんがり焼いて塩、

こしょうをする。

⑤平たい大きめの耐熱容器に残りのバターをぬり、なす、トマトの順に実互に

重ね熱したオープンで10分焼き、更にチーズをのせてとけるまで焼く。最後

にパセリをちらす。

i
 

B
 

• 

• 
‘
 

---
--

栄養改善推進員

野呂瀬和子さん(西条一区)

|ちょっと一言 i 
栄養価の低いなすを乳製品で補いまし

た。トマトは、完熟したものを使うと甘くて

とてもおいしいです。身近にある材料です

ので、せひ一度お試しください。

な
す
と
ト
マ
ト
の

チ
ー
ズ
焼
き.・ 4・-:-.・ー-.. 

.. 
・3. 

本多
母の 複雑 槌合 養栄

栄良 差豪 老銀 引長 永栄
代時 楽し 車栄Z走馬

滋幸 亡今
職退 転栄

音島ど 趣味守
屋薬 し遊 い輪 か L、 代光 雨に 才丑日 --'苦℃言~ IJ 、 はの どは 引の ての れ道 にの のさ に止丁 に老 父を のに

矢口世 打ノて 云孫 が噂 は笑 読 風 栄蔭
子表 声に

赴単身 女の栄ロ
会い の追 夜悲 こ矢口 、ミ 素相 て ラ 庖.)， 達連 プへ 子稗 む雨 え に い て

違筆L明い日
んし 喜交

れ 直を ぞン フ土 従 1J" 連載 凌ぎ
る声 現は

作農 生甲 うに系金 心、ス がれ ス主也 う香 家な 豊ず
任遠〈 枯盛衰

み々
聞馬 lま あた の の 色る ノj、て にき にま 物斐 のの りの

老 け は 長..，>. マ り 女良 人里 が風 説夫
古き 影遺

育せ tiノ〈 び出 と過

ほ父る 背負 協マ 道の 生 い 未ど
憩の 掃連

って 住人 蘇ス つ逢 妻去
る せの

るし 舞見
よ 陰 だ1i- 松矢口 日方択 。みの へ旅 日ひ どを

望 もて ず手 し 出〈 灯れ る 々の 世 り行
記書 抱夢

語持 うみ 年立 f、二 ど
せ 宿 l立 りち

な ち 吉弄てζ 
す

ず < < メ亡ミ2 

柳川
そ会 ね

る L 、

井 森 山 1ー宅ロ司 オ目 中 一一戸 森 磯 堀 矢

ロ 田 本 妻子 ;尺 原、 ;尺 神 田 告F 内 j尺 崎
み あ み 美

素 4王 よ 夏 春 ¥; 久 ず 玉 イえ イキ+じ 竜 --木 花 子 子 男 子 子 緯f 11 枝 子 オ支 星

③ 平成2.q. I 広報しようわ
-孟重盛ヨ1Il!A1:誼J!IE謹盛盟副歯車.



赤・ぢ .~.fu. 誕・生

たかゆき

雨宮孝幸くん
e H1. 5. 14生(清水新居)

・ (父)哲也 ・(田)幸子

いくみ

山田育実ちゃん
eH1. 12. 5生(押越)

・(父)洋一・(田)智美

こうせい

小津宏成くん
eH1. 12. 21生(河東中島)

・(父)正士・(白)陽子

名前の由来一何事にも最善の努力でぶつかっ

ていき、誰からも信頼され、愛される人にな

ってほしいと願い名伺けましだ。

名前の由来一いつでも健康で明るく、優しい

l山の持ち圭になるようにと名付けました。

名前の由来一世間に名を広めるほど、立派に

成功するよう願いをこめて名問けましだ。素

直で誰にでも優しくできる人聞になってほし

いです。

医商品メ|号
『匙加減』

山梨医科大学助手

薬理学

辻本豪三

*薬ω

同
じ
薬
を
同
じ
量
飲
ん
で
も
人
に
よ

っ
て
効
く
人
、
効
か
な
い
人
、
ま
た
、

効
き
す
ぎ
た
り
、
思
わ
ぬ
副
作
用
、か
出

て
く
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
経

験
的
事
実
か
ら
、
医
者
の
経
験
と
力
ン

の
い
わ
ゆ
る

「匙
加
減
」
が
信
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
根
本
的
に
原
始
的
な

薬
物
治
療
の
暗
黒
時
代
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
以
降
最
近
ま
で
続
い
た
の
で
す
。
し

か
し
、
一
九
六

0
年
代
欧
米
に
お
い
て
、

科
学
的
な
薬
の
体
内
動
態
研
究
に
基
づ

い
て
、
薬
、
か
体
に
与
え
ら
れ
て
効
果
在

現
わ
し
つ
つ
体
外
に
排
逆
さ
れ
て
い
く

週
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
こ
に
薬
物

治
療
を
科
学
の
対
象
と
す
る
『
臨
床
薬

理
学
』
の
端
緒
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
実

際
、
薬
は
体
に
与
え
ら
れ
て
か
ら
作
用

部
位
に
到
達
し
効
果
を
発
現
す
る
ま
で

に
、
投
与
部
位
か
ら
吸
収
さ
れ
、
血
液

中
に
入
り
、
各
組
織
に
分
布
さ
れ
、
ま

た
同
時
に
肝
臓
や
腎
臓
よ
り
代
謝
・
排

泊
さ
れ
る
と
い
う
運
命
を
た
ど
り
ま

す
。
臨
床
薬
理
学
の
研
究
に
よ
り
、
薬

の
体
内
運
命
の
各
ス
テ
ッ
プ
(
吸
収
・

分
布
・
排
逆
)
で
、
個
体
聞
で
大
き
く

バ
ラ
ッ
ク
事
、
か
判
明
し
ま
し
た
。
更
に
、

こ
の
患
者
間
で
の
バ
ラ
ツ
キ
は
、
主
と

し
て
患
者
の
年
齢
・
身
長
・
体
重
・
性

や
、
特
に
薬
の
排
濯
を
司
る
肝
臓
・
腎

臓
の
機
能
の
遣
い
に
よ
る
こ
と
が
現
在

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
匙
加
減
の
難
し
い
薬
が
人
に
よ
り

効
き
が
違
う
こ
と
の
大
き
な
原
因
は
、

こ
れ
ら
因
子
の
バ
ラ
ツ
キ
を
考
慮
し
て

い
な
い
、
い
わ
ゆ
る

『常
用
量
』
が
当

て
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
事
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
よ

う
な
薬
は
作
用
部
位
に
到
達
す
る
薬
物

量
を
よ
く
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
血

中
の
薬
物
濃
度
を
測
る
事
に
よ
り
、
患

者
そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
化
さ
れ
た
投
与

量
・
投
与
計
画
、
か
可
能
で
あ
り
ま
す
。

一
⑨
西
条
一
区
マ
風
間
菜
美
(
勝
)
⑨

一
西
条
二
区
マ
飯
島
由
佳

(
博
明
)

マ

一
望
月
美
沙
(
武
夫
)
⑨
清
水
新
居
マ

一
小
宮
山
泉
(折
口
)
マ
野
口
あ
か
ね
(
靖
)

-
⑨
河
東
中
島
マ
鷹
野
美
里
(
公
彦
)

一
(⑩
築
地
新
居
マ
倉
本
江
梨

(吉
伸
)

一
マ
佐
藤
早
(
仁
)
マ
中
島
武
(
敏
彦
)

一
⑨
河
西
マ
久
保
田
俊
哉
(
正
仁
)
マ

一
石
川
海
美
子
(
恒
男
)
マ
萩
原
涼

(純

一

二
マ
和
光
里
紗
(
靖
夫
)
⑨
上
河

一
東
二
区
マ
青
桝
竜
馬
(
光
)
マ
松
土

ま
た
、

一
部
の
薬
で
は
、
健
康
保
険
で

血
中
の
薬
物
濃
度
の
モ
ニ
タ
ー
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
測
定
法
の
簡
便
化

に
伴
い
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
も
簡
単
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
薬
物
血
中
濃
度
の
モ
ニ
タ
ー
は
、

今
で
は
科
学
的
薬
物
治
療
に
欠
か
す
事

の
で
き
な
い

一
指
標
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
や
、
薬
の

「匙
加
減
』
は
医
者

の
経
験
・
力
ン
で
は
な
く
、
客
観
的
科

学
的
根
拠
に
基
づ
く
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

企
画

命
令

t
t
k
'

G
お
誕
生

合

平
成
二
年
七
月
一
日

i
七
月

三
十
一
日
ま
で
の
届
出
(
叡
柿
略
〉

文
也
(
浩
)

• 
マ
雨
宮
章
太
(
章
人
)

ーザ、

ιー

結

婚

.

⑨
西
条
二
区
マ
埴
原
浩
・
大
森
弘

子

マ
小
山
美
人
・
小
林
て
る
美

⑨
清
水
新
居
マ
大
森
和
彦
・
小
池

裕

子

⑨

押
越
マ
秋
山
隆
・
依
田

き

み

子

⑨
河
東
中
島
マ
鷹
野
一

雄
・
桑
原
園
枝
⑨
上
河
東
二
区

マ
田
中
健
蔵
・
深
津
和
美

E蓮重盛温lIIi!圃量i誼i!.IE量盛星組極E・平成2.9.I 広報しようわ⑨ 



~ ~ (レJ(お
ご
存
じ
で
す
か
?

M

新
築
家
屋
評
価
の

し
く
み
M

新
築
家
屋
の
評
価
額
は
、
評
価
の
対

象
と
な
っ
た
家
屋
と
全
く
同
一
の
も
の

を
評
価
の
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
場
所

に
新
築
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
必
要

と
さ
れ
る
建
築
費
(
再
建
築
価
格
)
に
、

家
屋
の
建
築
後
の
経
過
に
よ

っ
て
生
ず

る
損
耗
の
状
況
に
よ
る
減
価
な
ど
(
経

年
減
点
補
正
率
)
を
乗
じ
て
決
定
し
ま

す
。
こ
う
し
て
決
定
さ
れ
た
評
価
額
(
課

税
標
準
額
)
に
固
定
資
産
税
の
税
率
(
一

0
0
分
の

一
・
四
)
を
乗
じ
た
も
の
が
、

新
築
家
屋
の
税
額
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
専
用
住
宅
や
併
用
住
宅
に

つ
い

て

は
、
面
積
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

将
棋
愛
好
者

募

集

血
町
文
化
協
会
将
棋
部
で
は
¥
部
員
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
将
棋
を
通
し

て
地
域
の
人
達
と
の
受
流
を
深
め
て
み

ま
せ
ん
か
0
・
ど
な
だ
で
も
あ
気
軽
に
ご

参
加
で
き
ま
す
の
で
¥
奮
っ
て
ご
応
募

く
、
だ
さ
い
。

V
練

習

日

自

月
十
五
日

V
時
間
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

V
場

所

中

央

公
民
館

V
連
絡
先
会
長
清
水
(
冨
巧

1
3

7
6
8〉
ま
で

新
築
後
一
定
期
間
の
固
定
資
産
税
額
が

減
額
さ
れ
る
措
置
が
あ
り
ま
す
。

新
築
家
屋
に
つ
い
て
は
、
毎
年
町
の

職
員
が
、

こ
の
税
額
を
決
定
す
る
た
め

に
家
屋
評
価
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
滅
失
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て

は
、
課
税
台
帳
か
ら
削
除
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
滅
失
届
を
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
税

務
課
(
箇
花
1
2
1
1
1
)
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
者

職
業
相
談
会

開
催

障
害
を
も
ち
な
が
ら
就
職
を
希
望
さ

れ
て
い
る
方
の
就
職
促
進
在
図
る
た

め
、
多
く
の
事
業
所
の
参
加
協
力
の
も

と
に
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

V
日

時

九

月
四
日
関
午
後
一
時
半

か
ら
午
後
四
時

V
場
所
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
紫
玉
苑
(
甲

府
市
飯
田

一ーー二
l

四
)

V
お
問
合
せ
八
口
l
ワ
ー
ク
甲
府

(
甲
府
公
共
職
業
安
定
所
冨
但
1
6
0

6
0内
線
⑮
)
ま
で

バ
イ
ク
の
自
賠
責
保
険

(
共
済
)
に
ご
加
入
を

小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て
油

断
は
禁
物
。
パ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険

(
共
済
)
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
に
は
、
車
検
制
度
が
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
が
、

無
保
険
(
無
共
済
)
で
走
る
と
六
ヶ
月

以
上
の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰

金
、
さ
ら
に
、
違
反
点
数
六
点
と
な
り

免
停
処
分
と
な
り
ま
す
。

事
故
在
お
こ
し
た
ら
大
変
、
自
賠
責

保
険
に
ご
加
入
を
/

V
お
問
合
せ
役
場
税
務
課
(
富
市

|

2
1
1
1
)
ま
で
。

J却時三

「長田局ZF

第2回

町
ふ民
n さ
あわ
勺や
ミうか
J、、

町
体
育
協
会
で
は
、

左
記
に
よ
り
ゴ

ル
フ
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

v日
時

十

月
二
日
閃

V
会
場

E
の
公
園
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

V
対

象

ハ

ン

デ
ィ
三
十
以
上
の
人

V
定
員

四
十
人

V
参
加
料

三
千
円
(
プ
レ
ー
代
は
別
)

V
競
技
方
法

個
人
戦
新
ペ
リ
ア
万
式

V
申
込
み
期
間

九
月
十

一
日
か
ら
二

十
日
ま
で

V
お
申
込
み
・
お
問
合
せ

町
教
育
委

員
会
(
冨
苅
1
3
7
3
7
)
ま
だ
は
¥

各
地
区
ゴ
ル
フ
部
役
員
ま
で
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

農
薬
を
使
用
す
る

み
な
さ
ん
へ

最
近
、
農
薬
に
よ
る
環
境
活
染、ガ
問

題
化
し
て
い
ま
す
。
ま
芝
、
農
薬
を
誤

っ
て
飲
ん
で
し
ま
う
な
ど
の
事
故
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

農
薬
を
使
用
す
る
万
は
¥
次
の
こ
と

を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

①
農
薬
の
保
管
は
¥
力
ギ
の
か
か
る
保

管
庫
で
管
理
す
る
。

②
使
用
後
の
空
ビ
ン
な
ど
は
、
二
回
以

上
水
で
洗
い
不
燃
物
の
ゴ
ミ
と
し
て

出
す
。
ま
た
は
、
処
理
業
者
に
委
託

し
て
処
理
す
る
。

③
空
袋
は
¥
そ
の
場
で
焼
却
す
る
。

V
役
場
経
済
課
(
富
苅
1
2
?
?
?〉

か
ら
。

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

公
園
・
広
場
は
み
ん
な

の
も
の
で
す

f

本
町
に
は
、
公
園
・
広
場
が
大
小
合

わ
せ
て
、
二
十
三
ヶ
所
あ
り
ま
す
が
、

最
近
、

ト
イ
レ
や
照
明
灯
が
壊
さ
れ
た

り
、
公
園
内
が
汚
な
い
な
ど
の
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
園
は
、
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場
で

あ
り
、
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
公
園
内

の
施
設
は
大
切
に
扱
い
、

犬
の
フ
ン
は

飼
主
が
処
理
し
、
ゴ
ミ
な
ど
は
持
ち
帰

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転

車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
乗
り
入
れ
は
絶
対

に
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

温
泉
が

を
時
間
と
な
り
ま
す

総
合
会
館
の
温
泉
利
用
時
間
、
ガ
左
記

の
と
お
り
冬
一
時
間
と
な
り
ま
す
。

V
九
月
一
日
か
ら
五
月
の
連
休
明
け
ま

で
の
期
間
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
土
曜

日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で。

V
夜
間
利
用
に
つ
い
て
は
¥
今
ま
で
ど

お
り
(
水

・
土
曜
日
)
午
後
五
時
か

ら
午
後
八
時
ま
で
で
す
。
な
お
、
夜

間
は
、

回
数
券
で
の
利
用
と
な
り
ま

す
の
で
(
お
金
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
〉

前
も
っ
て
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

V
毎
月
第
二
¥
第
四
日
曜
日

(
正
午
か

ら
午
後
八
時
〉
も
温
泉
に
入
浴
(
回

数
券
の
み
)
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
口

V
お
問
合
せ

役
場
健
康
福
祉
課
(
箇

汚
ー
2
4
1
4
1
7
)

ま
で

秋
の
全
国
安
通
安
全
運
動

9
月
引
日
i

8
月
叩
日

E Z!??わ
「気をつけて」

朝の一言忘れずに

--フ月分

-孟重盛温盟畠圃量盤i!!Ii量堕星通i歯車.
⑩ 平成2.9.I 広報しようわ



保健衛生だより
手し 児 健 康 霊ロ安ジ〉 嚢

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

午後 1時00分-1時30分 平成 2年 2月 ドJ公d己、

(常永地区)
出生児。

9月7日[午後 E時砂E時30分
メにふ1 

(金) I 西条地区) dzh =ご

午後3時00分-3時30分 平成 2年 5月

(押原地区) 出生児。 館

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

午後 1時00分-1時30分 平成元年 8月 ドイ~ιz 、
(常永地区) 出生児。

9月14日 (午後 1時砂2時日日分 ぷ仁ふ3 

(金) I 西条地区) 」z2zht 

午後E時00分-2時30分 平成元年11月

(押原地区)
出生児。 館

|西条地区 |西条一区西条二区清水新居西条新田 | 
|押原地区|押越河東中島紙漉阿原 | 
|常永地区|築地新居飯喰河西上河東上河東二区|

持ち物母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので

ご承知ください。

3 歳児健康診資

実施日 9月27日(木)
受付時間午後 l時"--1時30分
場 所総 合 会 館

該当児昭和62年 7月 1日~昭和62年 8月31日までの出生
児、及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについて

の質問票。
※尿検査がありますのでご承知おきくださしユ。

手し 児 整 斉ラ 外 科 模 量ロ分ジ

実施日 9月初日(水)

受付時間午後 1時-----1時30分
士号 所総合会館

該当児平成 2年 5月1日~平成 2年6月31日までの出生
ノI臼い。

持ち物母子手帳

子 宮 か、

期間 10月-----12月

検診場所指定医療機関

検診料無料

ん 模 吾oクuテ' 

※愛育班員を通じて申込みを受けますが、直接希望される方

は役場健康福祉課(冨75-2111)で申込み受診票を受けとっ

てください。

不用犬 猫 収 集 臼

日時 9月28日(金) 午前10時20分-----10時25分
場所総合会館前
※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし

っかり封をしてくださしユ。

母子手帳受付及び一般健康相談日

日時 9月3日(月)・ 12日(水)・ 25日(火)
午前 9時 -----11時30分

場 所 総 合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい

ますのでお気軽にお出かけください。

ツベルクリン反応模査とBCG接種

.(ツベルクリン反応検査〉

日 時 9月11日(火)午後 l時-----2時

場 所 総合会館

該当児

*平成元年10月1日~平成 2年3月31日までの出生児。

*平成元年 4月1日~平成元年 9月30日までの出生児で未接

種者。

宮崎平成元年 9月にBCG接種をした者(陽転確認のため)

※上記該当児のうち BCG接種後1年以内の者は対象から除外

されます。

持 ち 物 母子手帳・予防接種受付カ ード

・〈判定及びBCG接種〉
実施 日 9月13日(木)

受付時間 判定・・・・午後12時45分-----1時30分

BCG接種・・・・午後 1時-----2時

場 所 総合会館

持ち物 母子手帳・問診票

※判定の結果、陰性者には、BCGを接種しますが、つぎのような人

はBCGを接種できません。

1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害のもの。

2. まん延性の皮膚病にかかっているもの。

3. 免疫抑制剤、副腎皮質ステロイド剤などの投与を受けたもの。

4. はしか(MMR)の予防接種またはポリオ生ワクチン投与

後 1か月以内のもの。

5. 2週間以内に上記以外の予防接種を受けたもの。

6. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こしたもの。

3 種混合予防接種

日 時 9月20日(木)午後 1時 -----2時
場 所 総合会館

該当児

~ 1期・・・・昭和63年 3月 1日~昭和63年8月31日までの出生
I日
Jl.J 。

砂II期・・・・ I期 3回を完了して 1年から1年 6か月以内の者。

砂昭和62年 9月1日~昭和63年 2月28日までの出生児で未接
種者。

持ち物 母子手帳・問診票

〈注意事項〉
O体温がはかっていないと接種できません。体温は必ずはか

つてください。
O問診票の記入もれなどがないようにしてください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉
1. 発熱している者。または著しい栄養障害者。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。
3. はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後1

か月以内の者。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

⑪ 広報しようわ 平成2.9.1
置喜重盛ヨl!.Ii!圃量!誼i!!Ii盤盤匝i歯車.



一ぺ月
肘

ER SEPTEMBER S月のとよみ
火 Tuesday I水 WednesdayI木 Thursday

平成2年 (1990年)

土 Saturday

f露 防災の日

無保険バイクをなくそ
うキャンペーン

(-30日、10P参照)

総合会館温泉

冬時間開始
(10P参照)

Friday 

10月オ日は、5年に一度の国勢調査。赤ちゃんからお

年寄りまで日本に住んでいるすべての方ガ調査の対象と

なります。 9月下旬に調査員ガ一戸一戸、世帯ごとに調

査票を配布します。一人暮らしの方は、未成年でも世帯

主。漏れなく、ご記入ください。

ま芝、4ページlこ国勢調査による県内の人口当てクイ

ズもありますので、奮ってこ、応募ください。

金Monday 

。国勢調査

10月1日(月)は、

国勢調査の 日です。

月Sunday 日

友
引

露
no 白

7露6百5委4仏j戚3重2者

語長吾住友-付言ミ示 -- r白書者常勤:EI~災一会一一|ーム記三 t ;fE!設一一一一[一一一一一一一一一一一一r~L元信康診主一一一一1-役場開房一
一般健康相談日 (10P参照)1 (総合会館午後 l時，，-，)1 総合会館)

(総合会館)1郡町村親善ゴルフ大会 |行政相談
(グリーンバレー)I(中央公民館午後l時'"'-')

ソフトバレーボー/レ大会 |リハビリ教室
(町民体育館 総合会館)

午後8時，，-，)

20重 121~ 
動物愛護週間(~26日)1 秋の全国交通安全
彼岸入り |運動 (~30 日)
航空の日 | 

-一一…一-一一一白一一E一一一-一一-一-

エイプアツプ教室 町民体育館 |川(総合会館午後 l時"')川|一ビス
参加申込み開始日 | 午後8時"') 1行政相談 1 (総合会館午後l時，，-，)
(-25日、 6P参照)1安産教室 1 (中央公民館午後l時'"'-')1 3種混合予防接種

(総合会館)1 総合会館)

22委18百17委16強

24議
振替休日
環境衛生週間

(~lO月 1 日)

第43回県体育祭り ソフトバレーボーJレ大会 |心配ごと相談 1 3歳児健康診査 |不用犬猫収集日 |下水道クイズ応募締
開会式 町民体育館 1 (総合会館午後 l時"-')1 総合会館)1 総合会館前)1切り日(5P参照)
(小瀬スポーツ公園)1 午後8時，，-，)1乳児整形外科検診リノ¥ビリ教室

母子手帳交付及び総合会館)1 総合会館)

一般健康相談日
(総合会館)

29百28委27議26室
彼岸明け

25奇23告
団秋分の日

※収集日ガ祝祭日の場合は収集業務は

いだしませんので、次回の収集日を

ご利用ください。

※ゴミは必ず、町指定の無公害ポリ袋

ま疋は荷札を便ってお出しくださ

い。それ以外のもので出してあるゴ

ミは収集い芝しません。ま疋、最近

可燃物と不燃物がいっしょlこはいっ

ているものなどルールを守らずに出

されるゴミガ多く収集にも手間どっ

ています。清潔で住み良い生活環境

を保つだめにもルールを守り、美し

い町づくりにご協力ください。

西西 清 西

条条 水 条

一 二 新新

区区属国

毎週火・金曜日

4日 ・ 7日・ 11日・ 14日
18日・ 21日 ・25日 ・28日

毎月第2水曜日第4水曜日

上
河
東
二
区一

上

河

東

一

白

河

西
一
曜

飯

駿
一
づ

築
地
新
居
一
月

紙
漉
向
原
一
週

河
東
中
島
一
包

押

越
一

地

区

30露

3日・ 6日・ 10日・ 13日
17日・20日・27日

毎月第?水曜日第3水曜日

12日 19日5日26日

燃
え
る
物

置謹重盛調誼i!!Ii孟堕塁謡副極E・ ⑫ 平成2.q. I 広報しようわ

26日第4水曜日毎月


